別紙様式
平成２４年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産事業費　項：農業費　目：農業振興費
	事業名:食農教育実践支援事業費補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　農政部　農産物流通課　地産地消担当　電話番号：058-272-1111（内　2856）
　　　　　　　　　　　E-mail：c11444@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：1,075千円（前年度予算額：1,000千円）
	事業内容


	１　事業の内容


　地域で活動する食育推進ボランティアを育成する講習会および、食育推進ボランティアの活動に対し補助を行う。食育推進ボランティアを活用して県民と協同で食育を実施し、食事バランスガイドの普及・活用を通じて県民の食への意識の向上と健全な食生活の実践を促進する。
	２　所要経費


　補助金　1,075千円
　・補助対象者：市町村、岐阜県農業協同組合中央会、全岐阜県生活協同組合連合会、
農業協同組合、消費生活協同組合、特認団体
　・補助率：事業費の１／２以内
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅴ　ふるさと岐阜県を未来につなぐ人づくり
４　生涯を通じての健康づくりに取り組む
・食育を推進する
	２　これまでの取組状況


　県民の参加と共同による食農教育推進のため、食育推進ボランティアの育成、ボランティアが行う食文化の継承、食と農への理解を深める体験・交流に関する実践活動を支援した。（平成２３年度助成団体：３）
　食育推進ボランティアは、食農体験の中で、「食事バランスガイド」を用い、健全な食生活についての指導を行った。
	３　これまでの取組に対する評価


　食と農に関する知識を持ったボランティアが育成されるとともに、地域で行われるもう業体験、収穫物を使った調理体験、農業者との交流会を含む、食農教育の回数が大幅に増加した。（平成２２年度のべ回数：１５２回）
　各地での食育推進ボランティアの活動の結果、県民の健全な食生活に対する意識や地域の農業への関心・理解が深まっている。食習慣の乱れが指摘される若年層への食育を推進する必要があるため、大学生協等と連携し、農業者を指導者とした農業体験、収穫物を活用した日本型食生活の普及を実施する。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金
負担金
	使用料
手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	1,000
	1,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	1,075
	1,075
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


